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に
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し
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別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
政
府
の
円
借
款
な
ど
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
六
日
の
第
二
次
安
倍
内
閣
の
発
足
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
お
い

て
我
が
国
政
府
と
被
援
助
国
政
府
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
交
換
公
文
等
に
定
め
ら
れ
た
無
償
資
金
協
力
の
総
額
は
約
六
千
七

百
五
十
億
円
、
円
借
款
の
総
額
は
約
五
兆
九
千
百
四
十
二
億
円
で
あ
る
。
ま
た
、
同
期
間
に
お
け
る
技
術
協
力
に
つ
い
て
は
、

平
成
二
十
八
年
分
に
関
し
て
は
現
在
実
施
中
の
た
め
総
額
を
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
我
が
国
と
し
て
経
済
協

力
開
発
機
構
に
報
告
し
て
い
る
平
成
二
十
五
年
か
ら
平
成
二
十
七
年
ま
で
の
実
績
額
及
び
平
成
二
十
四
年
の
実
績
額
を
基
に

同
年
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
日
数
で
日
割
り
で
算
出
し
た
額
の
合
計
は
、
約
六
千
三
百
八
十
一
億
円

で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

無
償
資
金
協
力
を
含
む
政
府
開
発
援
助
（
以
下
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
」
と
い
う
。
）
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と
安
定
及
び
繁
栄
の
確

保
に
よ
り
一
層
積
極
的
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
我
が
国
の
平
和
と
安
全
の
維
持
、
更
な
る
繁
栄
の
実
現
、
安
定
性

及
び
透
明
性
が
高
く
見
通
し
が
つ
き
や
す
い
国
際
環
境
の
実
現
、
普
遍
的
価
値
に
基
づ
く
国
際
秩
序
の
維
持
・
擁
護
と
い
っ

一



た
我
が
国
の
国
益
の
増
進
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
外
交
上
の
重
要
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
我
が
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
に
も
十
分
配
慮
し
つ
つ
、
最
大
限
外
交
的
効
果
が
得

ら
れ
る
形
で
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
実
施
し
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
も
の
と
な
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

円
借
款
の
償
還
期
間
や
金
利
等
の
供
与
条
件
に
関
し
て
は
、
案
件
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
円
借
款
の
供
与
に
当
た
っ
て
は
、
被
援
助
国
の
協
力
体
制
、
債
務
返
済
能
力
及
び
運
営
能
力
並
び
に
債
権
保
全

策
等
を
十
分
検
討
し
て
判
断
を
行
っ
て
お
り
、
円
借
款
を
供
与
す
る
時
点
に
お
い
て
被
援
助
国
か
ら
の
返
済
が
滞
る
こ
と
は

想
定
し
て
い
な
い
。

四
及
び
五
に
つ
い
て

円
借
款
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
被
援
助
国
か
ら
返
済
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
例
外
的
に
、
円
借
款
を
供
与
す
る
時
点
で
は

予
想
し
得
な
か
っ
た
事
情
に
よ
っ
て
返
済
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合
、
国
際
的
な
合
意
に
基
づ
い
て
、
必
要
最
小
限
に

限
っ
て
債
務
免
除
と
い
っ
た
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
平
成
十
五
年
度
以
降
我
が
国
は
三
十
三
か
国
に
対
し
て
総
額
で
約
一
兆

千
二
百
九
十
億
円
の
円
借
款
債
務
を
免
除
し
て
い
る
。
ま
た
、
延
滞
債
権
の
具
体
的
な
事
例
に
つ
い
て
は
、
被
援
助
国
の
信

二



用
力
や
国
際
金
融
市
場
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
が
、
円
借
款
全

体
で
返
済
期
限
を
三
年
以
上
経
過
し
て
延
滞
し
て
い
る
債
権
額
は
、
平
成
二
十
八
年
三
月
末
時
点
で
約
六
百
三
十
八
億
円
と

な
っ
て
い
る
。

三


